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こあいさつ

「メセナ大賞 '94」 の贈呈式に当たり、主催者を代表して一言

ご挨拶申し上げます。

まず本日受賞される企業・企業財団の皆様、おめでとうござ

います。関係各位のメセナ活動への日頃のご尽力に心より敬

意を表します。

また、選考にあたり公平かつ厳正に審議を重ねてくださった審

査委員各位、全国から自薦他薦でご応募くださった企業・企業

財団の皆様、そして本日ご多忙中にもかかわらず、ご出席くだ

さいました大勢の会場の皆様に厚くお礼申し上げます。

「メセナ大賞」は、当協議会が行う顕彰事業で、前年度に企

業が行った芸術文化支援活動のうち、とくに優れたものを表彰

するものです。企業による健全かつ有益な文化支援がいっそ

う盛んになり、社会の各分野でより豊かな芸術。文化を享受で

きるようになることを念願して創設されました。今年で4回 目を

迎え、今回から審査委員の先生方が交替されました。また、各

賞毎に名称を付け、賞の性格をより明確にいたしました。

1993年は構造不況とも呼ばれる厳しい経済状況ではありま

したが、応募企業数は昨年より多く、中でも地方企業による優

れた活動が目立ちました。本日、晴れの受賞に輝く企業・企業

財団のメセナ活動は特に企画のユニークさや創造性にあふれ、

継続性にすぐれ、社会への貢献度の高いものばかりでござい

ます。

企業によるメセナ活動は今後もますます地方自治体はじめ、

各方面から期待されているという調査結果が出ております。我

が国の企業メセナに対する海外の関心も高まっております。本

日の贈呈式を機に、日本のみならず世界の芸術や文化の向上

にメセナ活動が寄与するよう一層充実されることを祈ってやみ

ません。

社団法人 企業メセナ協議会

会長、ご)メとイ言 ―゙



メセナ大賞'94

わが国に所在する企業及び企業財団によって

1998年度内(1993年 4月 1日～1994年 3月 31日 )に行われた

メセナ (芸術文化支援)活動のうちで、

芸術文化振興に優れた貢献を行った活動に

メセナ大賞、審査委員特別賞、メセナ各賞が贈呈されます。

「メセナ大賞」は、企業メセナの一層の充実と

この問題への世論の関心を高めることを目的として、

1991年に創設されました。

メセ ナ大賞 ◆ 総合的に優れているメセナ活動

審査委員特別賞◆ 審査委員会にて、特に高く評価された

メセナ活動

メセナ各賞(五十音̀
1員
) .

メセナ育成賞 ◆ 芸術家/芸術団体の育成に貢献した

メセナ活動

メセナ企画賞 ◆ 企画がユニークで、独創性に富む

メセナ活動

メセナ国際賞 ◆ 国際文化交流の面で貢献度の高い

メセナ活動

メセナ奨励賞 ◆ 特に推奨に価する中小企業の

メセナ活動

メセナ地域賞 ◆ 地域の芸術文化振興に寄与した

メセナ活動

メセナ普及賞 ◆ 芸術文化の普及に貢献した

メセナ活動





審査委員

畠́ヽ
"ヽ '

島
東京国立近代美術館

館長

植木 浩

小説家

辻 邦生

作曲家/

彩の国さいたま

芸術劇場館長

諸井 誠

ピアニスト

高橋 アキ

i寅 llγ家

捲川 幸雄

千葉大学教授/

美術史家

若桑 みどり

ジャーナリスト/
ニュースキャスター

筑紫 哲也

神奈川大学教授

松岡 紀雄

亀
ゼ聞｀J"k
く1鋼ア
織企業メセナ協議会

理事長

福原 義春

(敬称略・五十音順 )

饉

摯



選考経過

「メセナ大賞 '94」には、132企業・企業財団から178件のメセ

ナ事例が、全国28都道府県から自薦。他薦で寄せられた。昨

年度よりも応募団体が2割以上増えたということは、経済不況

の深刻化にもかかわらずメセナ活動の必要性への認識がかえっ

て高まっていることを示すものとして注目される。個々の案件を

見ると地道な活動が多く目に付いたが、これは関係各位の努

力により従来の活動が継続されていることに加え、自社の経営

資源を活用した多角的な活動形態 (資金支援だけでなく、従

業員の参画度の増加、場所やモノの提供)が広がりつつある

ことを裏書きするものといえよう。

本年より各賞に名称が付いたが、これには今後、このような

視点を考慮したメセナ活動が増えて欲しいという期待がこめ

られている。また、第4回 目にあたる本年から、3年交替のシス

テムに則り、左記9名の審査委員に新しくご協力いただいた。

2回の審査委員会が長時間に渡って開かれ、メセナ論から文

化論までが展開され、熱意浴れる審議のうち、厳正な決定が

下された。審査の段階では、新しいアートの試みに対する支援

の必要性については勿論のこと、今年は特に、子供を対象とし

た活動、文化遺産・保存の在り方について論議が自熱した。

サントリーホールの運営と活動は、その功績の大きさから大

賞に決定された。クレーン製造会社(抑タダノのイースター島モ

アイ像修復活動は、企業組織あげての取り組み、オリジナルな

発想が高く評価された。人類文化遺産の危機に対して、「まず、

自社で出来ることをしよう」という精神や関わり方が注目され、

とくに、審査委員特別賞を設けて表彰することが満場一致でき

まった。

「メセナ大賞」事業が、ますます期待が高まる企業のメセナ

活動活性化への弾みとなり、創意に満ちた、より素晴しいメセ

ナ活動が全国で継続的に展開される契機となるよう祈念した

い。

社団法人 企業メセナ協議会

専務理事 根本 長兵衛



プログラム

メセナ大賞 '94贈呈式

日時/1994年 11月 21日 (月 )14:00～ 16:00

会場/有楽町朝日ホール
東京都千代田区有楽町2-5-1 有楽町マリオン11階

司会 森田美由紀 (NHKアナウンサー)

14:00オープニング
■開会のあいさつ 西尾信一(傷魁套套農セう
来賓祝辞   林田英樹 (文化庁次長)

14:10受賞企業・企業財団表彰

:ヽヽ選考経過報告  富岡隆夫 (書肇基美養るな長)
_,メセナ育成賞  発表・表彰
イ,メセナ企画賞  発表・表彰
・ メ`セナ国際賞  発表・表彰
◆メセナ奨励賞  発表・表彰
(メセナ地域賞  発表・表彰
メセナ普及賞  発表・表彰
/審査委員特別賞 発表・表彰

くメ`セナ大賞   発表・表彰

14:50審査委員フォーラム

テーマ「メセナ再論一現実と期待」

植木浩 高橋アキ 筑紫哲也
辻邦生 松岡紀雄 諸井誠
福原義春 (五十音順)
コーディネーター根本長兵衛嘱畿基輩義讐彗

15:55エ ンディング

閉会のあいさつ

●記念レセプション 16:00～ 17:00

福原義春(慇鏡峯ぎ)

会場 :有楽町朝日スクエア
(有楽町マリオン11階 )
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メセナ大賞'94

メセナ大賞 サントリー(株 )
サントリーホールの運営と活動

審査委員特別賞 I(株)タダノ
]イ ースター島モアイ像修復活動

メセナ育成賞 (株)東急文化村
シアターコクーン戯曲賞の運営

メセナ企画賞 三和酒類(株 )
美術。文学・建築等を含む文化学研究。出版活動

メセナ国際賞 :(財)日航財団
「世界こどもハイクコンテストの運営

メセナ奨励賞 (株)あさば旅館涵翠閣
「修善寺芸術紀行」の実施

メセナ地域賞 カトーレック(株 )
四国民家博物館の運営

7

メセナ普及賞 [(財)日本生命財団
I「博物館総合案内」書の出版



メセナ大賞

サントリー株式会社
大阪市

サントリーホールの運営と活動

サントリー木一ルの誕生は、クラシックを「一部の音楽愛

好家のもの」から、広く―般の人々の「生活を豊かにするた

めの楽しみのひとつ」とし、「生の演奏のすばらしさ」を体験

できる場を提供することによって、クラシック音楽の普及と

活性化に寄与した。また、後に続く企業や地方自治体の音楽

ホールに先駆者としてノウハウを提供している。21世紀をに

らんだ実験的で意欲的なコンサートから親しみやすいコン

サートまで、さらに次世代の音楽家の育成を目的とした独

創的な企画と、きめ細やかなサービスなど、ソフトと八―ド

の両面で工夫をこらすこのホールは日本の音楽文化のあ

り方を根本的に変えるほどの大きな役割を果たしてきた。

これらの大きな功績が高く評価されメセナ大賞の授賞が決

まつた。

世界一響きの美しいホールはまた、音楽情報発信基地

サントリーホールは、1986年東京で初のコンサート専用ホー

ルとして「世界一響きの美しいホール」をめざしてオープン。以

来、トータルな演奏会の楽しみを提供する充実した設備とサー

ビスが演奏家側からも聴衆側からも高く評価されている。

同ホール開設の上台には、1969年設立のサントリー音楽財

団の日本における洋楽の振興に焦点を当てた地道な育成。支

援活動の積み重ねがあり、ここでの音楽家からの「東京にコン

サートホールが欲しい」という熱望に応える形でホールが誕生

した。ホールを独自の方針を持つ音楽情報発信基地としてと

らえ、年間約80公演を主催公演として、数々の画期的な活動

を展開している。



現代を代表する海外の作曲家を委嘱し、世界初演するとい

う「国際作曲委嘱シリーズ」は、現代の音楽に「創造の場」を提

供し、その担い手を広く紹介するもので、これまでに誕生した19

作のうち、多くの作品が海外でもたびたび演奏されている。ま

た、1992年から3年間9国にわたって、日本初演作を含むワー

グナーの舞台作品全演日を演奏会形式で紹介、その全貌を

明らかにした意義が高く評価された。「オペラ・コンサートシリー

ズ」においては、「ホール・オペラ」と銘打って、新しい形態のオ

ペラを上演、オペラの新しい可能性を示唆するものとして話題

をよんだ。次世代の音楽家の育成を目的とした企画としては、

1993年より、指揮者であり演出家であるグスタフ・クーンが日

本の若手歌手を直接指導する「オペラ・アカデミー」を主催し、

また、「ニューアーティスト・シリーズ」では、世界で注目されてい

る若手実力派アーティストを紹介している。このほか地域への

貢献を目的としたオルガンの無料コンサートなども実施してい

る。

91



株式会社タダノ
香川県高松市

イースター島モアイ像修復活動

倒壊されたモアイ像は経済的要因よりもむしろ技術的要

因によつて放置されていた。この世界に名の通る石像の修

復を、一部とはいえ全面的支援を行つた同社の功績は、文

化財保護及び国際協力の面で大変意義深いものである。

本件は完了した活動であるため、審査委員より継続性の

問題を指摘する声もあった。しかしながら、修復作業が将来

に渡って継続されていくための道筋をつくるなど、イースタ

ー島にもたらした波及効果等の貢献度、ならびに自社の製

品を用いて出来る限りの支援を行っていく企業姿勢が高く

評価され、今回特別に審査委員特別賞という別格の賞を設

けることとなつた。

社員の発案が発端となり14体のモアイ像を建立

「クレーンがあればモアイを立たせることができるのに」。テ

レビ放映されたイースター島知事のこの一言に|:]社社員が触

れたことをきっかけに、クレーン製造業を営む同社とモアイ像と

の関係が深く結び付けられた。

チリの西3,800kmに位置するイースター島 (チリ領)は南太平

洋上に浮かぶ人口2,500人 の孤島。モアイ像は10世紀から15

世紀頃に造られたと推測されるが、誰が何のために造ったか

がわから式世界七不思議の一つに数えられている。そのモア

イ像が17世紀の部族間抗争と1960年のチリ大地震に伴う津波

などにより、島全土にわたり約千体あるモアイ像のすべてが倒

壊した。その後立て直されたのはわずか27体で、残りは倒れた

まま放置されていた。

同社は1991年 10月 に調査団を現地に派遣。チリ政府らとの

10

審査委員特別賞



協議後、要請に基づきモアイ修復委員会を国内で発足した。

チリ側の修復委員会と共同で行った修復作業を手掛けたのは、

同島最大のアフ・トンガリキ遺跡。1992年 9月 にクレーン、修復

資材、発掘機材を同島に搬入した後、発掘調査及びアフ(祭

壇)の再建を経て、1994年 7月、14体のモアイ像を建立した。こ

の修復のために費やした機材、資材、渡航費、人件費など経費

全体は同社の負担によって行われた。

同社が進めた修復プロジェクトは1994年 7月 で完了したが、

いまだ多くのモアイ像は倒れている。そこで島民自身の手によ

って残る千体近くに及ぶモアイ像を立たせられるよう、クレーン

等修復のために搬入した機材はイースター島に寄贈するととも

に、同社社員が現地スタッフにクレーンの操作方法を基礎か

ら教えるなど、将来に渡って修復作業が継続していくための道

筋をつけた。
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因ヨ罰日
株式会社東急文化村
東京都

シアターコクーン戯曲賞の運営

小劇場演劇が若者文化として定着し、演劇活動に関わる

人材の増加が垣間見られる一方、有望な人材を発掘及び

育成していく環境整備は充分とは言えない。そのような中、

本活動における劇作家という重要な役割を担う人材の育

成に的を絞った着眼点、さらに才能を発掘して褒め讃える

段階で終わらず、作品完成までプロが付き添うことで才能

を引き上げるという長期に渡る育成活動が高く評価され、

メセナ育成賞の授賞となつた。

作品上演を目的とした戯曲賞を創設

「Bunkamura」 は1989年東京・渋谷にオープンした複合文

化施設である。館内にはコンサートホール、美術館、映画館等

とともに劇場「シアターコクーン」を配し、同社がこれらの運営管

理を行っている。

シアターコクーン戯曲賞は「創造と才能への支援」の一環か

ら、1992年 に創設された。同賞の特徴は同劇場での上演を目

的としていることにある。戯曲の文化的価値や作劇術の優劣を

審査するのでなく、演出を触発し創造意欲を駆り立てる作品が

選定される。したがって、現役の演出家が選考委員となってお

り、選出作品を選んだ演出家が舞台上演するまでの全プロセ

スが戯曲賞の活動となっている。賞金は3年間の上演権料も含

めて300万円。1993年 に決定した第1回受賞作「NEVER S‐

AY DREAM」 は当時23歳の阪大生の作品で、2回の書き直

しの後、1994年 4月 に栗山民也演出のもと上演された(特別協

賛 :トヨタ自動車帥。Bunkamuraの主催事業はオフィシャルサ

プライヤー〔鹿島建設榊、日本電気榊、日本電信電話締、榊日

立製作所、東京急行電鉄榊〕の協力のもとに行われている。)

12



因ヨ羹賀
三和酒類株式会社
大分県宇佐市

美術。文学0建築等を含む文化学研究0出版活動

企業活動とデザインと学術研究、以上3点を結んだ本活

動は、企業と文化をつなぐ新たな地平を切り開く可能性を

備えた斬新な企画と言える。一方、「極論すれば、一人の読

者だけが理解できればよい」という編集姿勢の買徹により、

「Hchiko」 の出版活動は文化学研究者が意欲的な研究に

没頭し、表現できる環境を作り上げている。企業出版物と

しては冒険的とも言える同社の活動は企業メセナ活動の多

様な企画の推進を図るにおいて推奨に値すると高く評価さ

れ、メセナ企画賞の授賞となつた。

出版活動を通じて文化学研究活動をサポート

文化を根源から探究する試みとして、同社は文化学研究雑

誌「季刊�chiko」を1986年に創刊した。文化学とは哲学、社会

学、歴史学、人類学などの学問を文化という切口で横断的に

捉えた超領域的研究分野を指す。通常の雑誌では、執筆者は

学術上。研究上の自己表現よりも、社会的なわかりやすさを求

められる。そこで、販売にとらわれず、本質的で高度な学術表現

をすること、世界最先端の未踏の思考領域を切り拓くこと、を編

集方針とした同誌を刊行した。編集面に関する全責任は編集・

研究ディレクターである信州大学の山本哲士教授に、アート・

ディレクションは河北秀也氏にそれぞれ一任されている。

1989年からは国際版「�chikO intercultural」 を年1回刊行

し、海外の文化学研究者とのネットワークを広げる試みを行っ

ている。さらに1991年には、世界第一級の研究成果を生みだし

ている文化学研究者を顕彰する「iichiko文化学賞」を創設し、

以後2年に1度表彰を行っている。
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メセナ国際賞

財団法人 日航財団
東京都

世界こどもハイク(俳句)コンテストの実施

八イクは、それぞれの言語で五一七―五の音節からなる

三行詩。世界一短い詩型として各国の詩人たちに注目され、

教育関係者からも八イクは子供たちにとつて作りやすく、自

然を見つめ、感性を養うのに役立つと、高い評価を受ける

ようになり、各国の教育に活用され始めた。世界的な詩人

の大岡信氏、オクタビオ・パス氏らを編集者とする国際出版

に発展するほどこの入賞作品には、素晴しい句と絵が多い。

日本文化をいい形で世界の子供達を対象に発展させてい

る企画の面白さと国際性が高く評価され、授賞となつた。

共通テーマで、23の世界各地から7万2千句

日本文化の海外紹介事業の一つとして、日本航空(榊は

1964年に「全米ハイクコンテスト」を行って以来、ハイクの普及

に努めてきたが、1990年の日航財団設立を機に、対象を小学

生に的を絞って、「世界こどもハイクコンテスト」(隔年募集)を世

界規模で展開している。同財団の企画に基づいて、世界各地

で行われるこのコンテストは、日航海外支店が中心となって、

教育機関への協力依頼、募集、審査、表彰などを行い、年によ

って「花と緑」「飛ぶもの」「空または海」という共通テーマでこど

もたちから絵付きのハイクを募集するというもの。1993年度の日

本大会には約12,000句 が、世界大会には22の国。地域から、

さまざまな言語の60,000句を超える応募があり、約1,000句 が

入賞。特に優秀な170句は、原語と英語と日本語による「地球歳

時記」に編集され、入賞者、各国の教育関係者、学校などに配

布される。更に、世界各地の優秀者を日本に招待し、「世界こ

どもハイクキャプ」を実施し、日本の子供たちとの交流を図って

いる。
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メセナ奨励賞

株式会社あさば旅館涵翠閣
静岡県・修善寺町

「修善寺芸術紀行」の実施

あさば旅館涵翠閣は日本文化の継承を責務と感じ、能を

はじめとする古典芸能等の公演を主催しながら、四季の移

り変わりとともに変化する貴重な舞台空間を80年余りに渡

って維持するとともに、現代との調和を保ちながら発展さ

せてきた。従業員わずか40名程しか持たない地方の一旅館

でありながら、静岡県内外に果たしてきた文化的功績は極

めて高いと評価され、今回のメセナ奨励賞の授賞となった。

自然を活かした舞台空間で古典芸能等を上演

350年の伝統を持つ修善寺の温泉旅館「あさば」は庭内に

野外の能舞台と石舞台を所有する。池を挟んで舞台と客席が

向かい合い、舞台奥には四季の変化を映す山が控えるという

独特の空間がそこにはつくりあげられている。能舞台は加賀大

聖寺藩前田家から東京深川の富岡八幡宮に寄進されたもの

を、1910年に現在の地に移築したという由緒あるもので、日本

で五指に入る名舞台と言われている。能舞台の移築を行った

第七代目当主は地域の人々と能を上演していた文化人で、当

時修善寺で盛んであった能を絶やさないようにと、移築後もそ

の能舞台で様々な作品を上演したという。

1965年からは「修善寺能」と題して能の定期公演を開始。19

81年に石舞台を完成した後には「修善寺芸術紀行」とうたい、

新内、地唄舞、文楽などの古典芸能、「風の盆」などの郷土芸

能、現代演劇など幅広いジャンルの公演を主催しており、1993

年度は13プログラムで45日間の公演が行われた。作品の選定

から運営まですべて社員の手作りで行っている。
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